
 

 

 

富山駅周辺地区整備計画の検討課題と検討条件 

 

１．富山駅周辺整備の役割と検討課題 ･･･････････････････････････････････････････Ｐ１ 

 

２．富山駅周辺における交通体系と交通結節整備の検討条件････････････････････････Ｐ２ 

 

３．富山駅周辺における景観形成と都市空間整備の検討条件････････････････････････Ｐ３ 

 

４．富山駅周辺における土地利用と高架下利用の検討条件･･････････････････････････Ｐ４ 
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まちづくりのシナリオと駅周辺地区整備の役割まちづくりのシナリオと駅周辺地区整備の役割まちづくりのシナリオと駅周辺地区整備の役割まちづくりのシナリオと駅周辺地区整備の役割    

魅力ある交通結節点の整備 

（都市拠点機能） 
駅周辺土地利用の一体化活用 

③道路ネットワークの整備 ①都心居住の推進 

南北・土地価格の格差 
南北機能配置のアンバランス 

交通渋滞 人・自転車等 
駅周辺交通の回遊性向上 

低密度な市街地の拡大 

車中心の社会から公共交通、

徒歩、自転車を中心とした交

通体系へ 

コンパクトシティの実現コンパクトシティの実現コンパクトシティの実現コンパクトシティの実現    力ある都心地区/市街地の

形成 

都心部の 
人口減少・高齢化 

中心市街地の活性化中心市街地の活性化中心市街地の活性化中心市街地の活性化    

公共交通の利用減少 
都心道路網の整備必要性 

都市間競争力の低下 

人口/産業の伸び低迷 
車依存の都市交通 

地域社会の分断 

都心土地利用の空洞化 

富山駅周辺地区での富山駅周辺地区での富山駅周辺地区での富山駅周辺地区での    
駅南北の一体的まちづくり駅南北の一体的まちづくり駅南北の一体的まちづくり駅南北の一体的まちづくり

②都心４ゾーンに一体的な都

市機能整備 

④歩行者、自転車利用者の環

境整備 

⑤公共交通の活性化 

玄関口としての 
魅力低下 

交通結節性の 
低下 

周辺土地利用の 

分断 

＜駅周辺地区＞＜駅周辺地区＞＜駅周辺地区＞＜駅周辺地区＞    

＜都心地区＞＜都心地区＞＜都心地区＞＜都心地区＞    

＜市街地全体＞＜市街地全体＞＜市街地全体＞＜市街地全体＞    

＜都心地区＞＜都心地区＞＜都心地区＞＜都心地区＞    

＜市街地全体＞＜市街地全体＞＜市街地全体＞＜市街地全体＞    

１．富山駅周辺整備の役割と検討課題 

富山駅周辺整備の検討課題富山駅周辺整備の検討課題富山駅周辺整備の検討課題富山駅周辺整備の検討課題    

①駅周辺の交通渋滞と自転車・歩行者ネットワークの分断 
②駅前広場の利用しにくさと交通結節性の低さ 
③中心市街地の空洞化と富山駅周辺の停滞 
④南北土地利用の分断と都市機能の格差 

＜現状＞＜現状＞＜現状＞＜現状＞    

＜将来＞＜将来＞＜将来＞＜将来＞    

（都市空間機能） 
賑わい拠点としての魅力づくり 

（交通結節機能） 
交通拠点としての体系的整備 

（1.交通結節） 
 

（2.都市空間） 
 

（3.都市拠点） 

①連立事業に対応した駅周辺地区の基盤整備 
②駅と駅前広場における交通結節の実現 
③駅周辺地区の景観形成 
④魅力ある駅と駅前空間の創出 
⑤駅周辺土地利用の一体的整備 
⑥高架下空間の活用 
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 ２．富山駅周辺における交通体系と交通結節整備の検討条件 
２ 
 

検討事項 検 討 内 容 

配慮すべき
事項 

○自動車の流動（現状、将来） 

○自転車や歩行者の流動（現状、将来） 

○南口交差点の形状 

○現状の交通結節と駅前広場（既存地下道、
地盤面の傾斜など） 

関連事業の
方向 

 

○連続立体交差事業 
・JR北陸線、地鉄の連続立体交差化 
 

○駅前広場の整備 
・円滑な交通処理ができる広さの確保 
 

○路面電車の延伸と南北連結 
・富山港線の路面電車化と既設路面電車の
延伸 

 

○南北自由通路の整備 
・中央部駅務施設に隣接し、広幅員の自由
通路を設置し、南北の都市軸を形成 

 

○都市計画道路の整備 
・堀川線：現状の２車線を４車線に変更 

・牛島蜷川線：現状の２車線を４車線に変
更 

・富山駅南北線：２車線で整備 

・(仮)富山駅横断東線の整備を計画 

議論のポイ
ント 

○駅前広場における交通結節の役割として、
何を重視すべきか 

例) ・広さ 

・公共交通の利用（乗換え、乗り継ぎ利
便性） 

・自家用車の利用 等 

 

○富山駅における電停位置と乗換え利便性を
どのように確保するか 
例) ・自由通路や駅前広場における電停位置

のあり方 
 

○駅での自動車利用をどのように考えるか 
例) ・送迎用のマイカーをどのように処理し

たらよいか 
 

○歩行者・自転車動線の処理をどのように考
えるか 
例) ・既存地下道の役割 

・冬期間の歩行者空間の確保 
 

  
 
 

○交通結節 
 ・路面電車停留所が駅から約 200ｍ離れており、
また幹線道路の中央にあるため、乗換えや安
全上の課題がある。 

○既存地下道 
・既存地下道の活用方策を検討する必要がある。 

○南口交差点（図中    部） 
・３交差点方式（駅前広場からの出入口数は３
箇所）の改善を検討する必要がある。 

駐車場 

①①①①    ②②②②    
③③③③    



 

 

○地盤面の傾斜 
・現地盤面を切り下げ平坦にする 

検討事項 検 討 内 容 

配慮すべき
事項 

○立山などの既存景観資源の活用 

○冬場の気候等への対策 

○駅周辺のまちなみとの調和 

関連事業の
方向 

○駅前広場の整備 
・現地盤面を切り下げ、平坦化 
・都市の顔となるシンボリックで、賑わいのある空間
の創出 

 
○都市軸を結ぶ広幅 由通路の整備 
 ・中央部駅務施設 し、広幅員の自由通路を設置
し、南北の都市 成 

 
議論のポイ
ント 

○富山らしさを発揮 間とは 
・富山らしさと なイメージか 

例) ・自然景観を活かした空間 
 

○まちの顔となる駅、駅前広場にするためには、どのよ
うな機能が必要か 

例) ・バリアフリーや冬季利用への対応 
 

○賑わいを創出する 対応とは 
例) ・空間を活用す のソフト方策とは 
 

 

 
 

 
 
 
 

○立山等の既存景観資源の活用 
・富山らしい立山等の自然景観を活かした整備が必要 

な街並みの形成 

３．富山駅周辺における景観形成と都市空間整備の検討条件 

シンボルロード（県庁線） ブールバール（富山駅北線） 

３ 

切り下げ地盤線（計画） 

約３ｍ 

ステーションビル
富山

4-5%

シックビル
15F

南口広場 都市計画道路
富山駅(西)東線

南口駅前広場

牛島町線
都市計画道路

北口駅前広場

アーバンプレイス

ブールバール

14Ｆ
南口昇降設備 北口昇降設備

北口駅舎

既存地下歩道

地下広場

新幹線 在来線

約250m

0000....5555%%%% 1111....0000%%%%

　

稲荷公園から立山連峰を望む 

駅南（現状の改善） 駅北（現状の改善） 

約 250ｍ 
員の自
に隣接
軸を形

した空
はどん
ための
るため
○良好



 

 

 
検討事項 検 討 内 容 

配慮すべき
事項 

○駅南北の既存都市機能 

○駅周辺の空地の活用 

関連事業の
方向 

○新しい駅、駅務施設、自由通路位置 
・駅務施設は、新幹線と在来線の乗換え利便性を確保し
た位置に設置（現富山駅のほぼ中央） 

 

○高架下空間の活用 
・既存例より高架下空間として多様な用途に利用される
可能性があるのは、駅から約 200ｍの範囲であるので、
富山駅南北線から(仮)富山駅横断東線(計画)の間を
中心に高架下利用を想定。（約２ha） 

 ・利用内容としては、商業・業務、交通結節等の利用を
検討 

 

○土地区画整理事業 
・連立事業に併せた土地区画整理事業の導入 

 
議論のポイ
ント 

○商業・業務機能の配置や規模はいかにあるべきか 
例) ・既存集積を踏まえた、将来の商業・業務の配置や規

模のあり方 
 

○中心市街地との役割分担はいかにあるべきか 
例) ・補完すべき機能や、相乗効果を図るための方策は何

か 
 

○高架下に導入する機能にはどんなものがあるのか 
例)・ 優先的に導入すべき機能や施設は何か 
 

○駅周辺での低・未利用地を活用した新たな都市機能とし
て、どのような機能を集積すべきか 
例) ・駅広隣接地等への新たな核的施設の導入による駅周

辺の活性化 
 

 

 
 

 
○高架下空間の活用 

・主要な高架下利用は、富山駅南北線(計画)と(仮)富山駅横断東線(計画)に挟まれた約２ha の空間となる。 

○駅周辺の空地 
・富山駅周辺には約７ha(H12)の低・未利用地が残されている。 
・現在ある低・未利用地を活かし、新たな都市機能の整備に活用していく必要がある。 

○中心市街地の活性化に資する南北一体的まちづくり 
・駅の南北地区それぞれに集積している都市機能を
活かし、一体的機能整備を図る必要がある。 

４．富山駅周辺における土地利用と高架下利用の検討条件 

４ 


